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　　　．竃一

藤井清光・田中彰一著

　新時代の海の利用

東京大学出版会，1990年7月刊

　　207ぺ一ジ，定価2，575円

　気象と海のかかわりについては，機会があるたびに，

その重要性が叫ばれているが，海洋工学的な立場での海

の利用技術については意外に知られていないのではなか

ろうか．本著は，海洋工学に長年たずさわった研究者

が，アメリカ訪問記なども含めながら網羅的にまとめた

もので，実用的な知識を短時間に吸収するのに便利であ

る．

　本書の中で取上げられている問題は，波力発電，沖合

人工島，深海潜水調査船rしんかい6500」，石油掘削リ

グ，マンガン団塊などと関連した技術から，海洋性リゾ

1991年1月

一トの条件までと多岐にわたる．前書きにも述べられて

いる通り，索引を広げ，おもしろそうなものを選んで，

百科事典のように読むのも良いであろう．目次は次の通

りである．

第1章
第2章
第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
第8章
第9章
第10章

第11章

海と人間の新しい関係を考える

海のリゾート開発を分析する

海の国際間題

海洋空間の利用

海中利用の新しい方向

海洋エネルギーの利用

深海底の調査と鉱物資源

海洋石油・天然ガスの開発

海の環境問題

アメリカの海洋開発

新時代の海の利用を考える

　　　　　　　（気象庁海上気象課　羽鳥光彦）
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